
第百章 遺 物

1 木 簡

木簡は， 第50次調査地区（6ADD-MI�）から1 点， 第51次調査地区（6ADD-O区）から4点，

第52 次調査地区（6ADC-H区）から1 ／�， 第63次調査地区（6ADC-G凶から15点， 合計21点が

出土した。 このうち馬寮官街域内から出土したのは第51次調査（SA5950）の内容不詳な4点の ＊

みであり， 他はすべて馬寮官街域外に属する4条の満（SD5960・6155・6477・6499）から出土し

た。 したがって， 木簡には馬寮の性格や機能を示すような内容はみられず， 調査地域の大部分

を占める官街を，「馬寮」に比定する手懸りは得られなかった。

以下， 退渦ごとに主要な木簡の出土状況を述べ， 釈文を掲げるとともに， 記載内容の概裂を

記すことにする（木｛副首：サはPL46・47の番ち； と共辿〉。 持ミ

A SA 5950出土木簡（第51次調査〉

SA5950は， 馬寮官街域の東を幽する第副知jの南北城である。 木簡は南から44番目の柱穴か

ら4点出土した。 内容は詳かでないが， 文書風の木簡2点がふくまれる。
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223×（20）×5mm 6081 ヰz

五－ 裂は天地逆で巣筆。 浜田iは細身のl皆吉）瓜の筆で， 文tl；の古止にあたるfa�1I氏かと忠われる。

下端は二次的な力1-1工。 ヒノキ ・ 板｜ヨ材。

B SD 5960出土木簡（第50次調査〉

SD5960は馬寮東官街域南半部の西辺を画する素掘りの南北満二である。 木簡はこの惜の埋土

から1点出土した。 岡市埋土からは， 多数の藤原宮式を主体とした瓦， 平城宮土器Eを主体と ＊ 

し同町までの土器が出土している。 またSD5960を切って掘り込まれた土旗SK6098 からは平

城宮土器E ・ 皿の土器が出土している。 したがってSD5960は宮造蛍当初からさほど隔らない

1) 釈文の右の数字は木簡の長さ・幅・厚さおよ
び木簡の型式番号を示している。法量にパーレ
ンがついているのは木簡が欠損していることを

示す。型式番号および釈文の表記方法について

は『平城宮木簡三』を参照されたい。なお， 主

な型式番号について簡単に記しておく。 011型

式：短冊型。019型式：一端が方頭で，他端は折

損などによって原形不明のも の。 039型式：長

方形の材の一端の左右に切り込みがあるが他端

は原形不明のもの。051型式：長方形 の材の 一

端を尖らせたもの。081型式：折損などにより
原形不詳のもの。

66 



時期に抑穿され，第皿期まで存続したと考えられる。

木簡 2 志摩国志摩郡手前里戸主大伴古i白人口亡コ捕監詰月廿日

(274）×31×6mm 6039

口藻根は海藻根か。その 海藻根二三Hこ付けられた貢進荷札である。年号は朽損のため読みき

＊れないが，郷里制施行（gj._f弘元年）以前のものであること，年紀に「五年」とある こと，さら

に元号の第1字目の偏が「不」であることから，和銅5 (712）年と判断できる。手前里は『和

名類緊抄』の答志郡答志郷にあたる。志摩国は養老2～3 (718～719）年以前には志摩ー郡で

あったと考えら Ji，本木簡は その時期の 一例である。海藻根は賦役令調絹縮条に調の雑物とし

てみえ（『令義解』），延喜主計上式の志摩｜司貢進物中で、も調の品目として海藻根を掲げており，

＊木木簡が志摩国からの調の貢進物荷札であると思われる。ただし調の貢進月からはずれる4月

のものであり，費的な性格をもった志摩国独特の御調にあたろう
）

0 ヒノキ・板目材。

C SD 6155 出土木簡（第52次調査〉

SD6155は，馬寮東官街域の西辺をl面する南北築地SA6150 と，その両雨落純SD6151・6152が

廃絶したのち，これらの精を切って招られた土域状の短い 東西溝である。木簡はSD6155 の西

＊端近くの埋土から1点出土した。伴出の土器は平城宮土器V～VIで，平安時代初頭に属する。

木筒3 阿波国阿波郡秋月郷庸米物部小龍一侠 218×30×5mm 6051

阿波国からの庸米 の貢進物荷札である。延喜主計上式の 阿波悶貢進物中にも庸の品目として

米が掲げられてい る。秋月郷は「和名類家抄J 『·こも阿波郡秋月郷とみえる。ヒノキ・板目材。

D SD 6477 出土木簡（第63次調査〉

* SC6477は，馬寮官何域の 北を回す第IVWIの築地SA6475 の北雨落川で、 ある。 このSD6477 の

黒色粘土層から木簡1点が出土した。平城宮土器W～V の土器類が伴出している。

木簡 4 コ十六一又七 七百廿九 八十一 九一 三百廿四口亡

(146）×（35）×2mm 6081

数字が列記されているが，何の数を示すか不詳である。ヒノキ・板目材。

* E SD 6499 出土木簡（第63次調査〉

SD6499は馬寮東官街域の北限をなす築地SA6150 の北雨落持のさらに北に掘られた東西溝

1) 『平城宮木簡三 解説J 2893号の項参照。

2) 東野治之「志摩国の御調と調花｜！の成立J （「日本史研究』192号） 19780 
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である。切り合い関係から第皿期に位置づけられる。 このSD6499の東寄りの ところから計11

点の木簡が出土した。清掃のために派遣する兵士に関する文書木簡がま とまっている点が注目

される。これら の木簡は馬寮東官街と関係するも のであろう。

〔的カ〕

木簡5 （表） 口問進兵士四人依蓮池之格採数欠
〔状カ〕 （典乍） （兇JO

（哀） 口注「坂」以移「坂坂J 天平十年六月九日 197×31×3mm 6011 

移の文書形式をとっているが，文頭に発信者 ・受信者の記載がなく，日付の次に署名もない

など，公式令に定める移の書式とは大きく異なる。文章も正規の漢文としては繋っておらず，

宮内で日常的に使用された簡便な公文書のあり方を示す例とし、し、得る。文意は「蓮池の格（長

い枝）を採る数（人数）が欠けたので，l鳴を掃く兵士四人を進める」ということであろうか。あ

＊ 

るいは「嶋掃」が「l鳴掃部所」といった小官司で、あった可能性もあろう。「嶋Jは園池をともな ＊

う庭関をさすが，この木簡 の 「l鳴」が宮内のどの位置にあたるかは判らな＼， :0 ヒノキ・柾目材。

木簡6 （表） ゴ進兵士三人依東南仁

（裏） 口以移 天平十年間七月卜二じ (145）×29×2mm 6081

上下共に欠損しているが，t!'l：き出しは木簡5 と同じく「l鳴掃」である可能性がある。東蘭は

平城宮東張出し部東南隅における第99次調査のS 05815 C東面大垣東雨落前）出土木簡にもその ＊

名が見え，東張出し部東南隅の庭園をさす と思われる。ヒノキ ・ 板目材。

木簡7 （表） ！鳴掃進兵士四人依人役数欠

（菓） 状注以移 天平十一年汗．月二日

木筒8 （表） 口口進兵士内人依人口

（裏） 口以移亡ゴ 口

木簡9 （表〉 嶋掃進仁

（裏） 以移仁

177×14×2mm 6011 

(142）×31×3mm 6019 * 

(52）×37×3mm 6019

以上5点は内容 ・ 記故形式が同じで，形態も長方形の材（6011迎式）を基木とし て おり，一

連のもの とし、し、うる。年紀は天平十・十一年に集中する。諸国から京上する兵士であ る「fむ

士」ではなく「兵士」と記していることから，この兵士は左右京の兵士で、あろうか。宮内でこ ＊ 

うした「兵士」が雑使された事実が知ら れるが，どういう形で、 兵士が組織されていたかは不詳

である。木簡7はヒノキ ・ 柾目材，木簡8・9はヒノキ ・板目材。

1) ｝￥：俊男「“
111鳥”雑考」（『相原考，-i,学研究所論

年第五：』） 1979。

2) 『統円木紀』にみえる「，鳥池塘」「西池宮」に
あたると思われる現杭の佐紀池と木ilW11：＼土地が
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近佐していることも？！？ぶされる。 n 1）参照。
3) f平城rr 発侃調査II＼土木簡概報十一』16JU-.

段。 ＊ 




